
 

弾道ミサイルに関わる Jアラート対応マニュアル  

※ このマニュアルは、J アラートによる国民保護情報対象地域に滋賀県が入っているときのものです。 

1. 登校前の在宅中にミサイル発射情報（J アラート発報）があった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 登下校中にミサイル発射情報（J アラート発報）があった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 学校管理下でミサイル発射情報（J アラート発報）があった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅
．．

で待機
．．．

してください。 （窓から離れる。窓のない部屋があれば、そこへ移動） 
 

ミサイル通過情報（通過情報）・落下場所等の情報（落下場所）・滋賀県等周辺への落下情報が出

ても、自宅
．．

待機を
．．．

続け
．．

、市から
．．

の
．
一斉
．．

メール等での
．．．．．．

指示
．．

を待つ
．．．

。 

 

学校教育課と市民部生活安全課が協議及び

判断し、学校長へ携帯電話等にて指示を行

う。 

 

市は、「自宅待機」、「臨時休業」、又は「登校可能」等を一斉メールで連絡をする。 

学校は、一斉メール未登録者へ電話連絡を行う。 

 

‧ 近くのできるだけ頑丈な建物等に避難する。 

‧ 近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。 （避難解除されるまで） 
 

屋内の場合 

 

屋外の場合 

‧ できるだけ窓から離れる。 

‧ 頭部を守るためにしゃがむ等の工夫をする。 

 

速やかに校舎内へ避難する。 

※ 学校からの距離がある場合には、近くの

公共施設等に避難する。また、避難場所を

予め選定しておく。 

‧ できるだけ窓から離れる。 

‧ 頭部を守るためにしゃがむ等の工夫をする。 

 

‧ 教職員は、児童生徒の安全を最優先に情報収集を行う。 

‧ 学校は、一斉メールや電話で状況や対応の連絡をする。 

 

･「避難解除」の情報が確認されたら、登校もしくは下校を再開します。 

･市は、「登下校再開」等を一斉メールで連絡をする。 

･学校は、一斉メール未登録者へ電話連絡を行う。 

 
 

教師は、登下校中の児童生徒の状況確認をする。 
 


